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hĉ 
,
 

it
 
J
h 
.
 

.
A
N 

5 

I 

* 

.
i 
 ̂

i 

f 

t
r
l
> 

f 

I 

.
V 

v
^
4
! 

»
l 

, 

r
i
v
w
H 

1 

V
* 

{
»
*
< 

J 

. 

. 

« 

r
> 

.

,p
. s:‘，f

れ 

‘
-

.
ブ

ふ
.̂!;,

i
n
‘
r
.ll
h
u
.
. 

: 
H
h
u
^
^
b
^
h
H
l
r
n
h
h
r
^
l
u
h
l
t
^
f
r 

K
K
b 

.
h 

'

1

,
.
r
,
,
s
u
- 

J 

!
: 

JT/ 

■ 

.
u 
f-'
 

け，.
).f
 

卞
-

•
,
.
, 

,
• 

.

.
• 

I
t 

' 

<
,
^
.
,
r 

i 

 ̂

t
4
v
\
.
'
\
, 

N 

I
.
M

-
-
i
,
*
r
-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

N

H

f

l
 

r
r
r
.

-

-

--
»
^
r-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

,. 

(
. 

h
, 

K

^

i
 

. 
i
! 

•
• 

rレ
：：

.

4

n

d

-
 

I

 

ゾ
i

H

n

h

H-
-

-
-
-

-
-
-

-
y—

M 

1
«
. 

- 
rj-
J 

,ぺ
,
1 

r
^
i 

r\-

-
-- 

1 i
l
l
n
r
,

-
 ̂

[
f 

! 

>

し
 

• 

V 

t
-
M
p 

I



‘ j;しi':
に; " I yt\

'f ij

^

^

^

5

l

i

a

»

A

~

g

£

§
3

q

f

e

^

L

_

.

g

§
«

m
l
H
-

卷

(
l
o

五
八)

波
斯
職
役
以
後
め
灘
與
に
於
け
を
社
會
思
想

 

银
九
號 

八

. 

の
費
用
に
も
亦
た
應
す
可
き
共
同
基
金
の

 

一
® 
S
爲
れ
6-0ぺ

タ

ク
レ
ス

.は
其
の
資
產
大
な 

ら
ざ
々
し
が
爲
め
に
，，惜

み

な
く
與
ふ
る
の
點
に
於
て
他
：の民

.主
：黨
首
，歡
及
び
煽
民
政
治
，家

ざ
 

就
：爭
サ
る

i

不
可
能
な
る
を
知

k

公
收
入
の
分
配

‘に
由

K
Vて
自
已
0
力
の
足
ら
ざ
る
を
補

£ 

す
る
の
策
を
案

W

し
y

オ
フ
コ
ン

(T

ダezsp£lc6vy

蔣

び

I
I

デ
ィ
力
ス
チ

n

ン

<
a
/
C
K

 

dtKaoT

务

》

 

H/。

ジ
&
こ
及
び
其
の
他
の
傳
給
の
支
拂
を
以
て
民
激
の
韋
を
迎
へ
ん

W

せ
ぅ
。

ーグォ？

 

n
,

ン
は
劇
場
入
場
料
な
ら
當
刹
は
劇
場
入
場
料
の

-徵
收
な
ぐ
、何
等
入
場
の
権
利 

な
き
蔣
を
す
ら

®

じ
た
る
多
人
數
の
群
集

®

め
き
合
ひ
、當
時
維
：典
人
の
所
有
せ
る
唯

j

の
も 

の
な
り
し
木
造
劇
揚
の
校
敷

'を
破
壞
す
る
の
危
臉
大
に
し
て
、又
た
事
實
斯
ぐ
の
如
き
事
故
起 

メ
し
が
故
に
、

.

_i3

般
の

.災
害
を

S

ぐ
る
が
爲
め
、場
鹿
を
ユ
オ

 

'ポ
ク

を
以
て

K

賣
す
る
こ
と
に
決 

せ
.り
。
斯

.ぐ
の
如
き
入
場
料
は
劇
場
ど

' 修
理
す
る
の
義
務
を
有
し
、賞
借
料
し
て
國
家
に
幾 

許
か
を
支
挪
へ
る
劇
場
賞
借
人

Q
ん

ハ

，ん

§

で
0
§
3
ん；

へ
に
支
拂
は

1

た
る
も
の
な 

>
9
0 

(
u
l
p
f
a
n
g
,

 

a
d

 

D
e
m
o
s
t
h
.

 

Olynth. 

-
0
6然
る
に
べ
タ
ク
レ
ス
の
時
代
ょ

K
Vし
て
雅
典
の
貧
民 

を
し
て
演
劇
を
觀
覽
せ
し
む
る
が
爲
め
に
、共
同
軍
資
金
ょ

5
1

人
宛

1
}

オ
、ポジ
を
分
酣

Iす
る 

こ W

、
爲
れ
る
な

-i=N。
(Libanius, 

A
r
g
u
m
.

 

a
d

 

D
e
m
o
s
t
h
.

 

olvnth. 

I. 

sohbl. 

Lucian. 

T
f
m
o
n
.

 

4
9
)
0

 

這

般
の
下
附
金
は
漸
次
祭
騎
及
び
献
祭
の
如
き
他
の
行
樂
の
瞭
に
之
，れ
を
要
求
せ
る
市
民
に

*
 

し
て
も
亦
た
分
配
せ
ら
る

 

> 
に
至
れ

'
。̂
パ
ナ
テ
ナ

H 

r
祭

/
/
a§
③；y

v
l
7
、

デ
ィ
オ
ユ
シ
ア
银
、
 

(
T

v
i

互
、H

レクシ

 

一！ア

疑

{
J
k
-
E
l
i
u

かivLa,f

ダ

\

グタア祭

(

ぶ。

の闘技及び

.朦

技

の

-費 

用
は
幾
分
個
人
に
ょ
：

^
て
負
擔
せ
、られ
た
る
も
、國
家
は
之
れ
に
充
つ
可
き
命
額
を
留
保
せ

i
 

國
庫
は
又
た
オ
リ
ン
ピ
ア
旗
技

(

を
会
せ
；

T
S

)

、，じチ
ア
鎭
技

iT/u

‘
 I

m
3

"

オ

メ
ア
！肌
技

(
r
d 

W
.
3
, 

ィ
ス
ト
ミ
ア
胶
技

{jk 

J
S
.
I
U
3
の
費
用
の

一

部
を
支
出
せ
-®'。

：

グ
オ
ク
カ
を
收
受
す
る
の
特 

播
は
市
民
簿
登
錄
に
ょ
ね
て
取
得
せ
、られ
、分
配
は
個
人
的
及
び

i
i

族
的
に
行
は
れ
た

K
V
O (

ク
 

タステネスは

«

種
族
分
り
ん
を
廢
止
し
、ア
ツ
チ
力
の
地
理
的
處
分
に
從
ひ
、古
英
雄
の
名
を
以 

て
呼
ば
れ
た
る
新
な
る
十

®

族

を

剑

設

•せ

ぐH
e
r
o
d
,

 

V. 

6.6-67’)
。

外

住

者

は

何

も

の

を

も

収

受 

す
る
こ
ご
な
し
。
身
分
高
き
人
々
は
初
め
は
他
の
惠
與
等
し
く
之
れ
を
受
ぐ
る
こ

W

を
廣 

し
ざ
せ
ざ

-

し̂
が
、デ
モ
ス
ク
ネ
ス

{Jr

モo
o
d
s
y

の
時
代
に
於
て
は
彼
れ
等
も
亦
た
甘
じ
て
之 

れ
を
收
愛
せ
り
。
タ
オ
タ
コ
ン
は
べ

P
ポ
ン
ネ
サ
ス
戦
役
の
末
期
に
於
て
廢
止
せ
ら
れ
ね
る 

も，民
主
政
沿
復
活
後
に
於
て
與
び
下
附
せ
、ら
る
、
に
至

か

も

古
法
に
從
ー
へ
ぱ
、行
政
の
儉
剩 

金
は
戦
時
費
、/

」

し
て
使
用
せ
、ら
る
可
き
も
の
な
ぐ
き

(yd. 

s
p
i
o
v
T
P

 

クILixzpi

ゴ

b§
K,fj

ひの0}パ
slva

へ
 

密一

十

卷

(
I

Q
i

"

波
斯
戰
役
以
後
の
維

典
！！

於
け
る
i

思
想 

.第
九
雄
 

化

w
h
j

ポ

、

i



^
.
J
J
^
^
K
%
i
J
^
»
s
,
»
s
-.-
i
i
i ,v

p
,

ニ
#

!■.t_llll_J
'
_

- 

- 

_
.
-
-
v
y
 

j

;

_
A

!

ド-
,

-j---;
-?
- 

-
.
- 

• 

- 

-
-
-
t
-
-
-
-
-
^
.
. 

- 

: 

-
:
- 

, 

r
r
1
*V
T
.
i
j
;

き
-
-
-

-J-- 

■
%
.
-
-
-
-

■

L

レt., 

-
- 

- 

-
-
L

-

f

 

-
n
-
'
-
l
-
t
-
.
s 

■,1!r
,1-..-

:
,
r
f
:
‘
.
, 

-T
I_T. 

- 

:■
■

.
d
「;w*̂
.
>
;
i*̂

、
;;it-W
M
hw,-?
<
l
y
;l-iw
w
>M
;
>w
â
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々
及
び
人
タ
の
間
に
減
絕
せ
し
め
、ら
れ
ん 

" 

る
を

」

と
斯

<

せ
る
は
非
な
々
フ
彼
れ

.は
斯
：ぐ
云
：ふ
に
よ

-
^
て
，此
の
世
界

0

破
減
を
就
念
し
ウ

:
>あ
，る
を
知
ら
ざ
り
し
な

.CV。，

蓋
し
彼
れ
の
新
願
に
し
て
聽
許
せ
ら
れ
ん
か
、！切
請
物
は
悉

ぐ
悄
減
す
可

き
♦

か
故
な
ゎ
。

相
反
す
る
傾
：向
：の
間
に
於
け
る
鬪

‘淨
は
爽
物
の
父
、全
實
任
の
王

.

.

.

 

. 

"%>

な
ら
、而
し
て
彼
れ

.は
或
る
も
の
を
神
た
ら
，

J

め
、他
を
人
間
た
ら
し
め
、又
た
成
る
も
の
を

奴
！！

i 
0 
も
他
を
自
由
民
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、調
和
昔
は

.高
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低

の

昔

調

，
に

よ

，
，ジ

て

生

せ

し

め

&
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思

想
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ま

其

H
0 

る。

最
淸
得
し
又
た
，最
尔
淨
な
る

冰

ぉ

ム

。
漁
爛
之

♦
を
^̂ ̂

て

.

活

 

Y
;

る
：こ

を

得

る

も

、而
も
人
間
は
之
れ
を
.飮

，む

こ

ざ

を
得
す
し
て
、之
：れ
に

よ
，
ウ
て
其
の

身
を 

•L1

す

「

#
.は
ザ
に
し
て
又
た
夜
、冬
に
し
て
夏
，戰
淨
，に
し
て

；

チ
和
，飢
蛾
に
し
て
％

滿
な
々
。

然 

れA
i

も
彼
れ

.は
恰
も

.火
が
，g

々
な
る
烟

(

香)

を
海
す
る
時
は
隨
意
に
各
々
の
名
稱
.を有
す
る
ド 

如
、ぐ
、稱
々
な
る
形
態
を
現
す
。
ハ

g
d
v 

5
2
。
世
界
の
調
和
は

*

琴

樂

，弓
ミ
の
，其
れ
の
如
ぐ
相 

^

み：‘る
挪
翦
の
訓
湘
な

ら

Q
b
F

 

4
5
0
。

「

相
反
す
る

も

の

V
™練へ

n

は
有

p
!

に
し
て

*
%
.も

美

し

" 

き
侧
和
は
矛
盾
よ
り
生

.ず
、而
し
て
總
ぺ
て
の
も
の
は
鬪
に
由
つ
て
存
在
，す
る
に
至
る
。，

〈ib- 

id,, 

4

ひ
.

)
「

®

れ

.た
る
調
浙
は

.都
れ
た
る
調
和
よ
り
も

’M
好
な

-
^

」

0 

0
§
.
,
'
4
7
0

。
愛
に
說
か
れ
'た
 

る
'爭
鬪
は
本
激
：

i

於
て

一

ウ
な

る
も
の
が
、ニ

 
0

に

分

離

せ

る

も

の

：
に
，
し

て

、
特

殊

i

全

體

、
結

果 

i
動

力

、
賞
®

ど

無

：有

？

の
，
間

に
.存
す
る
矛
盾
な
，

り
o 
' 

J

切
の
生
活
は
.織

化

な

I

而
レ
て
織
.，

 

化
は

§
^

鬪
な

-
ぐ̂
斯
ぐ
の
如
き

‘思
想
は
又
た
ヘ
ラ

ク

タ

ト
ス
を
し
て
倫
理

M

生
活
に

W

す
る 

腊
ボ
，粥
な
る
論
述
：を
行
は
し
め
た

.

C
N
0
「

神
に
取

>
 
て
は
，

一,切
-諸

.，

物
は
美
、善

0
•つ
®
な

.

CV。

而，

も
人
情
は
成
る
物
を
不

n

と
し
、他
を
足

i

す
/ 

(iHd., 

6
1
0
。

正
•不
正
は
輕

®
，溫
冷
、多
少

V
J

等 

-
f

ぐ
相

*

他

の

名

辭

な

义

而

し

て

善

惡

も

亦

た

同

様

な

病

人

を

，切

.々
、

燒し思つ

#

■ '
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.
-
-
' 

- 

■ 

■ 
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-
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r
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i
l
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i
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i
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i
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i
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i
i
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j
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-
-
r
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-
-
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I
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■

赐
せ

.
-し

.

る̂
臀

®

は
斯
ぐ
の
如
き
行

.爲
の
後
，彼
れ
等
が
之
れ
に
對
し
て
何
等
適
常
な
る
報
酬 

お
得
ざ
る
こ
ご
を
愁
，招す
。
何
等
の
不
正
も
存
す
る
こ
ざ
な
か

り

し

な

、
ら

ん

に

は

、

\

ま

p
j

ま 

，の

名

を*

、̂ら
，ざ
り
し
な
る
可
し

」

。
健
康
を
し
て
快
適
幸
福
た

，ら
，
し
む
る
も
の
は
疾
病
な

-
C
S
M

 

#

し
て
快
適
幸

®

せ
し
む
る
も
の
は
飢
餓
な
り
、而
し
て
安
靜
を
し
て
快
適
幸

W

な
、らし
む 

t
o

も

の

は

疲

勞

な

「

ル
’ゆ
る
人
々
の
欲
求
が
悉
ぐ
滿
足
せ
し
め
、らる

 

>
も
，そ
は
彼
れ
等
の 

利
盤
を
墙
加
す
る
も
の
に
ざ
る
可
し

」

。(ibid., 

1
0
4
.)。

へ，
ラ

ク

ダ
ト

ス

は
其
の
賞
際
®
學
に
於
て
は
彼
れ
が
普
遍
的
能
力
呼

ベ

る
も

の

(

I

り
 

f

f

理
知
の

m

々
、な
る
種
類
に
特
有
な
る
能
力

t

當

v
i
c
r換言
す
 

>
 ぱ
、總

ぐ

て

に

^

瓶

な

ふ

理
性

-
各
個

U

相
關
，的

な
る

覺
‘官

ご

の

間
に

M

別
を

立
、
つ
。

吾

人

：は

前

夢

に

だ
-つ
て 

避
導
せ
ら

るlÊ

き

も
の

に

し

て、後
者

に

依

る
：可

き

に

非
ず
。
覺
官
的
經

驗
は

不
完全にして 

ル

ゆ
る

®

類
の
錯
覺
の
根
源
な
々
。

完
全
な
る

知
識
は
淮
ゥ
神
々

に
：
の

み

與

へ

ら

る

。
於

，..

,

デ
も
知
識
：の
進
步
は
人
間
に

.取

.
 ̂

Xも
可
能

^
;
レ̂
0

吾
人
が
麟
轉
的
僻
現
の

®

域
の
上
に
超

‘

0

し
て
眞
賞
在
即
ち

.支
配
的
法

.則
に

'
.到
達
し
得
る
は
：

.唯

り

：
普

遍

，
的

.
S
.性

に

廣

る
。

M

ベ
て
の
：

人

だ

は

絡

f

弾

E
:な

る

單

I
;

の
，刺

法

に

よ

ウ
て
支
：持

.せ

、
ら' る
。：

諸
.
.法
.は

此

の

®
 !

な

る

神
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‘: 1|
f f 、

離
義
を
行

.
ひ、切
め
て
人
斯
界
に
於
け
る

S
I

然f
c
c
y

ざ

法
，
#
 

{
^
6
3 

V
J

の

問
に
於
け
る
有
名 

な
.
る
區
別
を
立
て
、貴
賤
は

W

努
じ
よ
ク
て

(
V
6
/
/
4
0

存
.す
る
も
の
に
レ
て

、
©

然
に
よ
る

〈
0

ら§

)

に 

非
す

」

’/

』

.

敎
へ
た
り
。
人
々
の
思
索
は
大

{
H

5

の
s

i

り
小
宇

®

の
職
に
聊
じ
行
け

.

も
。
初
期

ii,

於
，け

る

希

®

思
想

’の

自

然：：

的

倾

，向

：̂
,不
平
な

ぐ

疑
問
な
ぐ
：國
家
の
定
法

V
J

其
の
支
配
ざ
を 

‘承
能
す
る
に
狂
々
さ
。

人
間
は
何
人

V
J

雖
も
其
の
 

'起
源
を
知
る
こ
な
き
古
来
の

W

督
の
ド 

.に
生
死

す

宋
だ
成
法
は
生
や
る
に

：

至
ら

す

し
て
不
變
の
慣
督
は
人
間
の
注

g
Q

を

S

 

t
 

p

 

'然れ
ざ
も

®

史
の
進
展
は
：徐
々
に
人
的
秩
序
の
繁
固
安
定
を
し
て
其
の
根
抵
に
於
て
動
ま
を 

来
さ
し
め
っ

〜

ぁ

&

し
な
タ
。
植
民
は
新
た
な
る
法

i
：

を
有
す
る
新
た
な
る
國
家
の
人
爲
的 

形
成
を
來
さ
し
め
た
新
た
な
る
宗
敎

0

動
は
生
じ
ね
ふ

)

立
法
煮
，は

0

多

の

，國

々

に

於 

て
'活

躍

し

始

め

た

，タ

成

.法
か
，國

‘々

に

ょ

ぐ

て

相

：.違

す

る

の

事

：實

は

疑

：ひ
.も
な

.き

所

な

ん

。

:

是
に
於

：

て
♦
，人

々
は

.遍
ぐ
斯
ぐ
の

-
如
き
變
化
の
底
に
或

.る
填
，I

な
る
基

.體
、即
ち
謂
ゆ
る

「

自
然

」 

,g 2%
c

)

の
存
す
る
や
否
や
を
問
：题

V
J

せ
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
れ
ね
。
.
ィ
オ
一
一
ァ
人
の

&

御
を 

支
配
し
た
る
物
質
の
問
題
は
今

ゃ

人
間
の
間
題

.と
爲
れ
り

J 

.
吾
人
は
曾

0 :

て

ィ

ォ

t!

ァ：

哲
學 

^

 

r

ょ
ぅ
て
現
視
的
世
界
め
單

，
1

に
し
て
永

®

的
な

-る
物
質

.的
‘基
礎

v
j
.

多
，.數
.に
し
て
.可
變
的 

な
る

：

現
象

.と
‘の
.

0

に

割

，
せ

、
ら

れ

た

る
"振
.別
に
相
當
す
る

i
i

f
q

,

.即

.ち

.：.永
':.
久

.的

.本
；
.‘
性
.ざ
善

0

ハ
即 

ち
‘因
襲
的
多
樣
の
對
立
に
當
面
せ
ざ
る
を
得
ざ

‘る
に

.至
れ

〜
(Barker, 

o
p cit,, 

PP. 

<
5
,
5
6
0
。

歷史

.の進展が斯く

'の如き結

.果を；
導
き
つ
ぁ

-る
‘間

k 

•人

知

：の
；
鼓

：達

：も

亦
だ

司

J 

句
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典
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於

け

る
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思
想

 

辕
九
娥
.

ニ
ニ一 

の
放
射
：な
り
。‘
諸
法
は
精

#

及

*ル
外
界
の
共

.

通
.：：

原

，
質

、
.即
も

‘火
の

.體
现
な
力

"

斯
ぐ
の
：如
き
思 

想

の

傾

：向

は

又

-
?
へ̂
ラ
ク
ダ
ト
ス
を
し
て
貴
族

'主
義

.的

性

，質

を

採

る

：に

至

、ら

し

め

，た>Cv

◊

日
 

ぐ「

是
に
於
て
乎

*吾
人
は
共
通

0

も
の
た
る
黎
智
に
從
ふ
可
き
も

Q

な
ら
。：

.而
も
辕
翻
は

.共

i 

な

K
y yj

雖
も
、多
數
は
宛
然
彼
れ
等
が
彼
れ

.

.等

.

S
H

身
の
養
智
を
有
す
る
か
の
如
ぐ
に
行
動
す

」

。
 

然
れ

W

も「

民
银
は
如
何
な
る
黎
智
若
し
ぐ
は
威
覺
.を
有
す
る
か

o
'多
ぐ
は
惡
に
し
て
、善
な
る 

も
の
極
め
で
小
な

-
^

」

と
。

obid
ぐ9

2
.)。 

,

.

0
然
科
學
は
ペ
シ
ク
レ
ス
の
全
職
時
化
に
於
小
亜
細
照
な
る
ク
ラ
ゾ
メ
ネ
の
ア
ナ
ク
サ 

ゴ
夕

ク

QAUa^orfbpcK/)

ご
兆
に

‘維
典
に
將
来
せ
ら
れ
た
り
。
而
し
て
；フ
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
の

S

 

に
し
て
，傅
說
に
從
へ

，は

ソ

ク
ラ
テ
ス
の
師
な
る
雜
典
の
ア
，ルヶ
ラ
ー
す
ス

c40x£;s§
c)

は
最
後 

Q

物
理
學
者
‘に
し
て
、最
初
の
.道
德
學
紫
な
ム

S
稱
せ
ら
る
。
彼
れ
は
法
及
び
正
義
に
就
き
て
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幣
二
十
卷

(

1
0
八
因
ソ

.波
斯
戰
役
以
後
の
娜
典Li

於
け
る
硫
會
思
想
. 

第
九
雖 

ニ！四 

に
向
ひ
つ

〜

あ
^

さ
。
新
た
な
る
資
料
は
旅
行
家
：に
ょ
り

•
て
專
集
せ
、ら
れ
，へ

&

ド

ト
ク

c
i

i
p

r

 

をT
o
r
)

以
前
の
散
文
史
家

.
に
ょ
つ
て
記
錄
せ
、ら，れ
ね
ぇ
種
々
な
る
民
族
及
び
®
族
の
風
俗
習 

慣
に
刷
し
て
知
悉
せ
ら
る
、
所
多
ぐ
、而
し
て

.第
五
世
紀
の
雜
典
人
が
比
較
：人

®

學
に
大
な
る
，
 

與
味
を
有
し
た
，る
の
事

.
Hは

へ

P

ド
ト
.ス
中
に
看
出

さ

る 
> 

豐
富
な
る
比

.峻
人
類
學
的

I
t

述 

の
克
ぐ
立
瞭
す
る
所
な

-
。̂，自
然

®

た
る
原
始
民
族
、暴
力
を
も
爭
闘
：を

‘も
知
&
ざ
る
圓
滿
幸 

福
な
る

「

北
風
の
彼
方
な
る
住
民

」c
r
s
/
>
/
%
£
0
0

若
し
ぐ
は
惡
化
せ
ら
れ
ざ
る
亞
卵
利
加
人
の
単 

純
素
撲
の
美
俗
は
社
會
改
良
家
を
し
て
財
逆
及
び
妻
子
の
共
有
を
主
張
せ
し
む
る
に
資
す
可 

き
も
の
な
ゥ
。
比
較
人
類
：學
的
研
究
は
又
た
原
始
的
惯
習
の
多
樣
極
ま
り
な
き
の
事
實
に
由 

ぐ
て
人
々
を

K

つ
て
自
然
的
若
し
ぐ
は

#

遍
：的
法
則
の
存
在
を
疑
は
し
め
す
ん
ぱ
止
ま
ざ
ね 

さ
.。
而
し
て
又
た
波
斯
戰
役
の
如
き
國
防
上
の
大
戰
は
國
民
的
及
び
個
人
的

S

識
を
大
な
ら 

し
め
て
結
局
思
想
の
自
由
に
對
す
る
衝
動
を
與
へ
ざ
る
を
得
ざ

P

き
。

泡

に
,
典
人
は
其
の 

國
防
上
の
大
任
：を
遂
行
し
：得
た
る
時
、彼
れ
等
は
ア
リ
ス
ト
オ
タ
，レ
ス
の
所
言

.の
如

.ぐ
、®
學
的 

腹
想
に
取
-
^
て

必

須

な

る

劇

暇

を

享

受

す

る

を

得

し

な

(Eth. 

N

f
 X.

 

v
i
f
o
。
「

彼
れ
等
の
當 

が
彼
れ
等
に
一
層
の
閑
暇
を
與

.へ、彼
れ
等
.が
卓
越
に
刷
し

一
層
大
な
る
憧
懷
を
有
す
る
に
至

I

1

h
.た

る
"時
波
斯
戰
役
後
，其
の
高
貴
な
る
行
爲
は
义
.た
其
の
心
意

.を
高

.揚

.せ
し

め
、何
等
の

®

別
，
 

を
，行ふ
こ
マ

」

な
ぐ
し
て
愈
々
廣
き
研
究
を
求
め
、ル
ゆ
る
®
類
の
知
識
を
追
求
す
る
に
至
ら
し 

め
た

i

。

政

變

は

獨

立

擁

謎

戰

，の

直

後

に

現

れ

t

o

雞

典

人

が

：デ

F

ス
聯
盟
の
盟
主
爲 

れ
る
の
事
實
は
彼
れ
等
の
，

2
3

負

を

强

め

：、而

し

て

自

國

：內

に

起

^
0
た̂
る
政
：變
は

一

般
人
民
こ
對 

し
て

®

會
、及び
法
廷

f
tに
於
け
る
討
論
の
機
會
を
與
へ
た

.
：̂

。

r
i
bidoo

實
に
ツ
ヒ
ス
テ

l

i

o
は
サ
 

> 
ミ
ス
簿
頭

.の
大
海
戦
以
後
：じ
成
長
し
た
る
新
時
代
の

：

fLn 

き

*

典
人
の
要
求
を
滿
す
が
爲
め
じ
起
れ
る
も
の
な

i

巡
囘
敎
師
の
一
閲
は

其

の
偶
圓
に 

當
め
る
者
の
子
弟
を
集
へ
ヤ
之
れ
を
敎
授
し
つ
、
各
市
の
間
を
漂
浪
し
始
め
：た
シ
。
彼
れ
等 

の
敎
課
は
賞

.瞪
科
學
の
原
理
、

&

然

®

學
者
の
學
說
，詩
文
の
解
轉
及
ぴ
批
評
、新
た
に
成
れ

る

文 

法

の

み

ポ

®

す
及
び
ぉ
論
狐
等
ょ
タ
成
れ
ね
ご
雖
も

"而，も
彼
れ

'等
：は
人
を
し
て
幫
際

.生gd, 

殊
に
公
生
活
上
成
功
を
得
せ
し
む
可
き
度

接

賞

際
上
の
.目
的
を
中
心
？
し
て
敎
育
を
施
せ

K
V
O 

即
ち
プ
ラ
ト

I

ン
の
對
話
篇
中
に
現
る
、
ア
ブ
デ
ラ
の
大
ソ
ヒ
ス
タ
、ブ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

(

タ

e
s
*

、
で

ツ
ク
ラ
テ
ス
の
ぽ
に

答

へ
て

日
く
、

彼
れ
の
弟
子
た
る
者
の

受
ぐ

可
き

敎

育
は

善
ぐ
公 

事
及
び
私
事
に
通
達
す
る
の
道
に
し
て
、是
れ
に

ぬ
-
-

て
彼
れ

は
最

.
i:克
ぐ
自
家
を
支
配
す
可 

银|1

十
翁
-

P
O
A五)

.
波斯戦役以後の雖

孤
に
於
け

る社會思想

 

,

饿
i
 

i



* * T  け/^がぐ

I
I

i

I
f-

1

I

i
I
I

I

I

す
る
所
な
き
結
架
は
終
に
懷
疑
的
無

0

心
を
生
：せ

し

め

た-CN。

ダ
口
ク
ゴ
ラ
ス
の
懷
诞
論 

は
ま
，述
サ
る
へ
ラ
ク
ジ
ト
ス
の
寓
有
流
轉
說
を
大
前
：提

.V
J

し
，デ
モ
ク
ジ
ル
ス

' (
A

r
%

K
,

p
§

!
;

y

の
 

感
覺
論
を
小
前
提
爲
せ
る
三
段
論
法
の
結
論
な

P

O

萬
有
.の
禅
弊
は
藻
體
ざ
し
て
糊
質
中 

に
存
在
す
。

.
可
覺
的
世
界
は

；

ホ
劇
の
變
體
な

-

。̂
請
覺
営
は

.：單
に
：經
過
し
去
れ
る
事
物
を
知

' 

覺
せ
し
む
る
に
過
ぎ
す
。
彼
れ
等
は
不
變

'必
至
旦
ウ
普
遍
な
る
も
の
を

.S,

示
-す
る

こ
.5

0

な
し

◊ 

從
つ
て
吾
人
に
レ
て
し
眞
理
を
知
悉
せ
ん

i

‘せ
ぱ
，吾
人
の
欺
崎
的

な
-る
廣
官
以
外
の
根
源 

ょ
り
し
て
之
れ
を
晴
導
せ
ざ
る
可
ら

す
。

即
ぢ
吾
人
は

.反
賓
力
即
ち
理
性
に
訴
へ
ざ
る
可
.ら

に
從
，
へ
ぱ
、反

賓

は

即

ち

感

；擧
の
，：述

續

：に
；過

ぎ

ざ

る

も

の

に

し

て

、
 

こ

9

し
な
し
。，
斯
ぐ
て
者
し
感

.，覺に
：し
て

.可
，觸不
定

k
 
0

欺
崎
：的
 

の
极
源
な
り

i
,せ
ぱ
、必
然

1

切
の
知
識
は
：不
定
な

P

 

S

の
結
論
；，

 

を
生
甘
ざ
る
を
得
す
。
何
人

★

雖
：も

自

己

の

感

覺

：以

外

に

何

物

：をも
：：

卸

る

こ

ど

；な
し
。

感
.覺 

5
.て
吾
人
に
與
：へ
、ら
れ
ざ
る
事
物
は
吾
人
に
取
ム
て
は
，存
在
す
る
：こ

：VJ 

し
。

吾
人
の
，
 

感
知
す
る
所
の
も
の
は
總
ベ
て
韻
人
に
取
キ
て
其
の
：存
在
：を
有
す

。
' 

ミ

レ

ト

ス

學

.派

の

謂

ゆ 

る「

元
質

」

も
、エ

ム

ぺ

エ

ド

オ

ク

レ

ス

の

r

元
素
し
も
、ア
ナ
ク
サ
，ゴ
オ
ソ
ラ
ス
の
症

®」

も
乃

\ 

?
1十卷
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、1,0

八
‘七
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波斯職

-役
，以
後
め
雑
典
...12,

於
^
5'る
社
會
思
觸
 

第
-九
號
.

Hわ
.-.

す
。
然
る
に
デ
モ
ク
ジ
ト
ス 

之
れ

y

レ
本
質
的
に
柳
遂
す

る 

な
る

’/
J

同
時
に
、知
識
の
唯

一

IP

*
M
n 

H
i
M
u
n
l
n
. 
‘

!、

f 1

■

i'

« I

n

%

^
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-
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^
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-
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-
n
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I
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T
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v
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u
.
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'一一

第
二
十
海

( 

l
o
A六)

：

欺
斯
戦
役
以
後
の
励
典
に
於
け
る
能
愈
思
想 

：

ぜ
九
號 

f!l

六
 

き
道
を
學
ぶ
ざ
兆
に
、彼
れ
は
又
た
國
務
に
劇
し

.て
最
も
善
ぐ
行
動
：

‘し
.演
す
る
を

.得
可
き
な
：

 

P 

(Protagoras, 

3

0

ソ
ヒ
ス
テ
は
又
た
偷
理
學
及
び
政
治
學
の
主
題
を
敎
へ
ん
こ
ざ
を
揚 

言

せ

K

義

5̂」
ダ
何
ぞ
。
法
律

V
；

は
何
ぞ
。
國
家
ざ
は
何
ぞ
。
法
廷
，若
し
ぐ
ぱ
譲
會
に
於 

て
徽
言
す
る
激
は
宛
然
是
れ
等
名

»

の
意
義
を
了
知
せ
る
が
如
き
態
度
を
以
て
言
說
す

◊

ソ 

じ
ス
テ

.は
彼
れ
等
を
し

.て、1

般

に

使

用

せ

、ら
れ
'つ
、
あ
る
が
如
き
名
僻
が
®
し
て
爽
ぐ

一

定 

明
確
な
る
意
義
を
有
す
る
や
否
や
を
思
考
せ
し
め
た

-

c
s
r

 

,

ソ
ヒ
ス
チ
の
時
代
は
希
腺
に
於
け
る

「

啓
蒙

」

の
時
代
な

-=N。

彼
れ
，等
、に
於
て
，其
の
最
大
な
る 

說
明
激

W

代
表
者

ざ

を
看
出
せ
る
西
紀
前
第
五
世
紀
の
驻
蒙
期
は
第
十
八
世
紀
に
於
け
，る其 

れ

-
n

等
し
ぐ
傅
統
的
信

#

に
*

す
る
合
理
主
義
的
反
抗
の
時
期
を
表
示
ず
。
而
し
て
兩
者
は
：

 

共
に
批
評
的
懷
疑
的
反
省
力
の
述
用
に
山
ぅ
て
喚
起
せ
し
め

' ら
れ
た
る
.知
的
革
命
を
經
や
し 

て
期
待
せ
、らる
、
こ
ざ
能
は
ざ
る
深
ま
な
る

®

學
的
研
究

(

殊
に
社
會
制
度
に
劇
す
る

)

の
先
：縱
 

を
游

せ
，.=

s
o

哲
學
に

K

胎
.せ
，る
批
評
的
精
軸
は

♦

や
哲
學
其
の
者
に
反

*

し
，知
識
其
の
者
に 

對
し
て
批
評
的
考
察
は
加
へ
、ら

れ

た

ぇ

ソ

t

ス
チ
は
知
の
主
體
に
對
し
て
服
を
向
け
た
り
ハ 

為
有
存
立
：の
問
題
を
解
決
し
、

®

然
不
動
の

S
,礎
を
設
定
.せ
ん
す
る
哲
學
的
研
究
の
紛
然
歸

■ €
^
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か、 ま

然

二

十

盤(

5

<
八〕

波

斯

戰

役

以

後

の

赚

典

，
！
！
於

け

る

、
社

會

思

想

，

 

饼
P
ぉ

,J 
ニ
、

至
デ
モ
ク
ジ
ト
ス
の

「

原
キ

」

も
悉
ぐ
皆
な
何
等
：眞
賞
の
價
値
な
き
純
乎
ね

V

假
定
說
に
し
か
、論 

瞪
せ
ら
る
可
き
も
の
に
非
す
。

人
に
取
り
て
は
彼
れ
が
知
覺
し
、戚
，知
し
，且
つ
經
驗
せ
る
も
の 

以
外

.に
何
等
の
眞
理
な
レ
。

一

切
の
活
動
を
通
じ
て
客
觀
的
普
遍
的
の
眞
理
ぁ
る
こ
ざ
な
し
。
 

ソ
じ
ス

1

グ

ざ
共

.に
新
た
な
る
哲
學
的
直
觀
の
原
則
，は
生
じ
た
ぅ
，

即
ち
主
觀
論
招
對
論
：是
，.れ 

，な

/

。̂
吾
人
以
上
の
秩
序
が
吾
人
を
束
轉
す
る
も

.の
に
非
す
。

一
切
は
人
.間
の
思
想
傾
向
に 

基
ぐ
も
の
に
し
て

T

人
は
即
ち
萬
物
の
尺

.度
*換
言
す
れ
ぱ
，存
在
す
る
物
、

在
：，

るVJ/

云
ふ
事
、及
び
存 

在
せ
ざ
る
物
、無
し
ざ
云
ふ
事
の
尺
度

」

-

AJ

爲
る

0 (Trc^vrl 

%

で
，％

T

§
 

p
i

k
p

o
v

ざd
p

£
7

r
c

K
, 

r

もv 

f
j
i
h
e

を
i
 

c
k

 

f
3
,リへ^
5
4 o6k 

5vto

レV, 

odK
： 

f
i
, 

Fr. 

i, 

S
U
I
L

 

(
F
r
a
g
m
. 

p
h
i
r

 ii. 

1
3
0
) ； 

hi 

Platon, 

Theaet.

1
5
2
A
,

 

I
6
0
P

 

e
t
s
s
e
p

 
て
 

S
e
x
t

 

M
a
t
h
.
,

 

v
i
L

 

6
o
;

 

s

o
ぢ
 

J.x. 

p

'

^

0

吾
人
は
形
而
上
者

.し
く
は
偷
；理
上
の
命

®

の
絕
對
的
眞
理
を
認
識
す
可
き
：確
圓
た
る
標
準 

を
有
す
る
こ

W

な
し
。

眞
も
善
も
共
に
相
對
的
の
も
の
に
し
て
.̂趣
味
，氣
質
及
び 

敎
育
に
依
賴
す
る
も
の
な

i

斯
ぐ
て
蓋
然
性
は
眞

.理
に
代
り
，效
用
は
善
性
に
代
る
。
是
れ 

に
山
ひ
て
形
而
上
の
論
報
は
全
然
徙
爲
な
々
ご
看
做
さ
れ
た
ね
。
人
は
須
ら
ぐ
莫
に
接
£
し 

得
可
き
唯

1

の
對
象
、即
ち
己

」

に
就
き
て
努
力
せ
ざ
る
可
ら
す
。

は
究
.寛原
因
こ
湖

f

る

. i
I

I

I
I
i

I

i

j ；

其
の
無
益
の
思
索
を
抛
棄
し
て
、唯

一

の
重
要
な
る
問
題
、即
ち
幸
福
の
條
仲
に
閲
す
る
間
®
に
 

其
の
注
意
を
集
中
せ
ざ
る
可
、ら

.す
。
幸
福
は
自
他
を
支
配
す
る
に
存
す
。
自
己
を
支
配
す
る 

は有德，
たるに在從ウて哲學は有德たる

.の
術
な
な
。

.
言
語
：の
美
に
俘
へ
ら
れ
て
、常 

に
形
態
の
爲
め
じ
賞
質
を
犧
牲
た
ら
し
め
ん

i
し
つ
、
あ
る
社
會
に
於
て
は
，他
を
支
配

せ

し
 

が
爲
め
に
は
人
は
雄
辯
な
る
こ

’/J、

即
ち
し
ぐ
思
惟
し
、正
し
ぐ
話
說
す
る
こ

-

を
必
要
み
す
。
 

是
に
至

i

て
哲
學
は
又
た
正
し
ぐ
思
饥
し
、
し
ぐ
話
說
す
る
の
術

S
爲
る
。

(Sextus 

Empiricus, 
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1
6
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4
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Alfred 

W
eb
e
r
, 

nfstor
7

 of philosphy, 

trans. 

b
y

 

F
r
a
n
k

 

Thilly, 

I
Q
S
,

 

pp. 

6
0
, 

6：i; 

J
o
h
g

 

E
d
u
a
r
d

 

Erdm
a
n
n
, 

A

 

History 

of PHiosophy, 

edit. 

w
i
m
s
t
o
n
;

 S. 

H
o
u
g
h
,

 

vol.i 

p. 

73)0 

、

:
而

し
て
又
た
彼
れ
等
輝
辯
術
、推
理
術

•雑
多
な
ろ
實
用
的
知
識
、文
學
批
評

.公
私
生
活
上
に
：於
 

け
る
成
功
法
の
通
俗
的
敎
師
は
ル
ゆ
る
人
本
主
義
的
研
究

•即
ち
物
質
界
.の
本
質
及
び
其
の
晴 

示
せ
る
譜
間

®

に
r
a與
せ
す
し
て
，自
己
及
び
自
己
を
圓
繞
す
る
®
然
及
び
社
會
に
對
す
る
其 

9
關
係
を
知
ら
ん
マ

J

す
る
彼
れ
等
の
努
力
に
於
て
人
間
其
の
者
の
事
黎
に
駒
す
る
凡
ゆ
る
研 

究

Q

創
始
者
な
ね
き
，

0

哲
學
は
天
上
ょ

P

人
界
に
移
さ
れ
た

-=N、

注
意
は
外
界
，の
自
然
ょ
&
，轉

第

二

十

盤

(
1

o

<
九

：

> 

波

斯

戦

役

以

後

の

難

典

に

於

け

る

社

會

母

想
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四
②

. 

じ
て
人
間
に
向
ヘ
ム
。
宗
敎
，

®

術
、
&

桃
、
制

度

は

；
今

や

思

，惟

及

び

.称
學
に
取
ぅ
て
適
當
な
る

：
S 

& V
J

し
て
主
服
ら
れ
た

K
V
O

五

t
eに
も
一
言
せ
る
が
如
く
ソ
ヒ
ス
，ダが
雅
典
に
渡
來
せ
る
時
、先
づ
彼
れ
等
職
業
的
敎
糊
の 

園
に
嚴
タ
來

i

な

弟

子

は

自

，然

當

老

た

、ら
ざ
る
を

得

ざ
.
»
n
 ̂̂
o 

♦フ
：
口
，
タ
ゴ
' 
ラ
：
ス
は

住

々

こ
 

し
て
ー
學
生
よ
ね

1

百
ミ
ネ
を
受
理
し
、希
職
最
大
な
る
彫
刹
家
：

t
デ
ィ
ア
ス

(

f
 

及
ぴ 

他
の

1-

人
の
彫
別
家
よ
‘ク
も
多
ぐ
の
金
を
儲
け
た

な

5/J

傅

へ
ら
る

◊

富
：者
は
元
來

.
ぺ
タ
ク
レ 

ス
が

«

典
に
据
え
付
け
た
る
民
主
：主
義
的
制
度
に
對
し
て
同
情
一
を
着
す
る

-も
：の
に
非
ず
。

陵

'
' 

れ
等
は

ツ

ヒ

•グ

の
敎

へ
ん

A/J

す
る
所
の
も
の
を
切
に
：學

ぱ

ん

ざ

せ

-

CN。

而
も
彼
れ
等
は
自 

己
の
目
的
の
爲
め
に
之
れ
を
學
ぱ
ん
こ

V
J

を
切
望
せ

る

な

P

O
彼
れ
等
は

.
前

述
せ
.な
が
如
き 

段
0

的
法
廷
に
於
て
無

W

の：宣
齿
を
受

ぐ
る

が
爲
め
に
雄
辯
術
を

I

白
得
せ
ん
こ

' VJ

を
欲
せ
レ

Q 

彼

れ

等

は

選

取

場

ぐ

，
に

於
；：

て

勝

利

を占
め
、民
主
的
，勢
力
を
抑
制
し
て
、

m

觸
政
治
的
に
國
霉

，
を

 

改
欺
せ
ん
が
爲

め

に
賞
際
的
能
力

{
A

P
S

を
養
は
ん
こ
ざ
を
欲
せ

P

O

民

主

黨

：の
服
：U

は
，ツ 

ヒ
ス
テ
：の
敎
ふ

る
' 雄
辯
法
は
非
：を
是

，、し
し
惡
を
善

i
す

る
の
揉
術

i

し
て
映
じ
た
ぐ
。

如
ラ

}

t

l

i

i

l

i

i

i

i

.

l

i

f

l

l

i

i

i

i

i

i

i

i

l

i

i

i

i

i

i

i

p

l

l

i

i

i

p

i

p

i

f

e

^

^

な
ら
す
事
實
彼
れ
等
の
間
に
は
多
數

'め
純
然
た
る
保
守
主
義
者
ぁ
り
さ
。
ケ
オ
ス
の
ソ
じ 

タ、
.フ

P
デ
イ
コ
ス

(/

管
か

§
co

が
其
の
市
民
的
義
務
の
履
行
，道
德
的
情
操
の
純
淸
を
以
て
著
名 

な
り
し
道
學
卷
な
ク
し
事
賞
は
彼
れ
の
作

-
U

稱
せ
、らる
、

「

德一VJ「

快
樂

j
V
J

の
問
に
於
け
る
神
雄 

へ
ラ
ク
レ

.
ス
の
選
揮
の
物
語

(
X
enophon, 

M
e
m
.
,

 

iL 21-34*)

に
よ
々
，て想
見
す
る
を
得
可
し
。
グ
 

"
タ
ゴ
ラ
も
亦
た
保
守
主
義
者
な
ゥ
し
さ

.。
彼
れ
は
：其
の
っ

W

に
就
’て」(//

ぃ

み

の

盤

頭

に
 

於
て「

刺

々
に

S

し
て
，は
、余
は
其
の
存
在
す
る
や
否

や

を
知
る
こ

ざ

能
.は
ざ

る

！̂ 

&
•云
々」

W

稱
' 

し，是
れ
が
爲
め
に

四
：.

百
十
一
年

1
L

百
人
院
；の

I

具
た

.
る
ピ
ソ
ド
ラ
ス
の
爲
め
に
不
敬
神
の

.故
' 

を
.以
て
求
刑
せ
ら
れ
、娜
が
て
追
轉
焚
誉
の
刑
に
處
せ
ら
れ
た
ぐ

i
K
.ふ
"(

s
o
g
. 

M
l
.
, 

ix. 

s
c 

狗
に
彼
：れ
の
敎
理
は
眞
理
の
絶
對
的
標
準
を
取
得
す
る

©
:不
可
能

"を
':舉
碟
：
^
せ̂
る
.不
可
知
論

'

の

1

種
な
ク
き
。

然
れ
ご
も
，彼
れ
の
著
書
書
は
恐
ら
く
は
單
，に
，神
，を

‘知
る
あ
可
能
：な
る
こ 

拒
否
せ
る
の
み
に
し
て
、僻
れ
が
這
：般
の
不
可
能
よ

-

引̂
け
る
敎
訓
は
其
の
商
邦
の
，

®

拜
す
、る
 

满
々
を
禮
拜
し
與
の
國
法
に
從
つ
て
相
當
の
敬
虔
を
示
す
の
義
務
な

>9
,し
な
る
可
し
。

(Barker, 

op. 

cit." 

6
0
.
)

彼
れ
力
其
の
虞

..理
-输j

C

らをへ

a)

に
...
於
て

.

「

人
.は
-..
萬
.‘物
，
.の尺

；；

度
/な
，ぐ

..

」

へeマ
ぎf}omo<z

と
‘云
へ
る
は
彼
れ

.力
宇
宙
の
秘
奥
の
®,體
を
看
：出
さ
ん

.マ

」

す
る
：イ
オ
 

一！
ア
哲
，學
者
の 

第
：二
十
卷

(

1
0九

！

〕

波
斯
戰
役
以
後
の
颗
典

li

.於

.け
る
社
愈
思.想
.，. 

.
第
-
^
號
 

四
1

IJn 

S
H
H 

J 

P
J
t
' 

-
o
i 

,
M
r 

* 

t 

? 

-
U
U
V
H
l
k
t
t
t
-
» 

' 

-
- 

, 

l
i
r 
f 
Ju 

• ̂

i
 
hf
 

>
u
< 

J 
'■ 

4
1
 ̂

<
u 
(
i
j 

t 

<

;
l

■*!

hlM 

■
‘ 

l
i
/ 

，
c 

t 
 ̂

r
h
r
.
J
r
y
f
u
M
l
. 

^
.- 

-rf 

*
i 

* 

f 

//th.
— 

»
l
i
t
- 

1
M
8
M
.
K
V

-

-
-: 

_
_

» 

(

1
 

J
 

I 

(

 

 ̂

{
 

t

i
 

I
.
W 

w

o 

:
 

t 

( 

V
- 

、
ベ
〜
/

'
-

;
>
f
-
:

ト

け

：
：
-
;
:
.
:
v
v
.

バ

■ 

.
:
.
.
• 

.
• 

■

：•!?
i .( ，が -

,1 i'； H ■
i,り'
J r4 r
；：：：■=
；̂.v-

!^l

Ii "'(I

e
J
J
f
~
n
.
.
<
>
4
.
(
T 
-
t
i
l
l
t
l
f 

- 

■
，.レ

..

.i
^
.
r
t
l
h
^
.
-
h
K
. 

h
. 

u
v
,
/ 

V 

r
* 

i
 

t

n

M

H

J

H

F 

i 

^

h
h
' 

-
-

-

-

-. 

.

!

... 

< 

J

H

V
 

M 

.

.

. 

• 

i

c
 

レ

ぺ
-

^

1

,

J

 

4

1

I

.

M

V

J

M 

7
z

L

-

t

l

.

.

.
'
, 

-

-
-

-

-

-!

,

,

.

r

-
r

.

. 

- 

,
i
,

.

.

u

o
 

;
r
-
r

 

f

u

t ぐ
♦ I " ,



<,•>.ぺ 叱 . ？ ；；

'|1 !； i'\ 
il-H

I,

I?
J|

fti

n

n

i

^

镇If

十

傘

C
I
O

九I
D

液
斯
職
役
以
後
の
.赚
典
に
於
け
る
社
會
思
想

 

第
九
號 

ぶ
ニ

企
闘
に
對
し
て
寧
裁
な
る
經
：驗
論
を
主
張
せ
る
も
の

な

i

事
物
：
.は
；個
人
め
常
識
の
廉
定
に

從
つ
て
蒋

f
f
iし
•若
し
ぐ
は
存
在
せ
す
。
這
般
の
斷
は
極
端
な
る
倘
人
主
義
の
表
明
た
る
の

觀
あ

-ô
。

事
物
は
各
人
，に取
ゥ
て
は
其
の
觀
す
る
所
の
も
の
な

.

CV。

吾
，人
に
，し
て
若
し
斯
ぐ

の
如
き
精
柳
哲
學
を
倫
理
的
方
面
に
移
さ
ん
か
、

®

人
は
各
個
人
を
し
て
、正
不
エ
の

P

P
た
ら

し
む
る
個
人
主
義

的
，偷
理
及
び
政
浩
學
說

を
得
る
な
る

可
し

0 

:而
も

斯
.ぐ
の
如
.き
も
の
は

斷

じ
て
，フロ
タ
ゴ
ラ
ス

0

學
說
に

#

す
。
彼
れ
が
互
じ
相
反
す
る
寓
物
の
ニ
個
の
測
定

{
X
b
r
3

存
し

"而
し
て
僻
ほ
兩
群
は
其
の
柳
成
せ

&

る
、
個
人
に
収
り
て
，眞
な
る
こ

ざ

を
承
認
せ
る
は

事
實

な
->

 

’/
J

雖

も
、而
も

彼
れ

は
是
れ
等
兩

者
巾
の
一
が

比
峻

I的

强
大
な

る
.可
き
を
主
張
せ

ね
。

此
の
よ
り
强
大
な
る
測
足
は

.顯
然
正
常
な
る
も
の
に
し
て
、そ
は
正
常
な
る
人
間
に
よ

.

T
S

て
？

は
る
、
事
物
の
是
楚
な

-

CS。

個
人
の
常
識
は
畢
竟
共
，

.通
な
り
。

.
0

し
て

M

究
は
ぼ

P

に4̂

や

し
て
常
な
る
覺
官
の

.共
通
な
る
標
準
に
從
ふ
。
即
ち
プ
び
タ
ゴ
ラ
ス
は
純
然
た

る

® 

V
卞

義
者
に
非
す
し

て
、人

間
の
疋
常
共
通
の
覺
官
を
信
じ
た
る
經
驗
主
義
者
な
り
さ

0 ( 

o
p 

cit,, 

jx 

6
1
.〕
？

ク

«
.ク
"ゴ
ラ
ス
は
恰
も
彼
れ
が
正
常
な
る
感
覺
に
よ
っ
て
知
覺
せ
ら
る
、
こ

-
U

を
得
す
、

j?P

ゆ
る
其
の
知
覺
ご
矛
盾
し
つ

 

> 
め
る
物
的
离
有
の
單

一

な
る
キ
性
を
信
せ
ざ
々
し
が
如

<
,
3 

一
时
化
の
人
々
の

.道
德
的

®

覺
に
よ
り
て
知
覺
せ
ら
れ
實
認
せ
、ら

る
、

 ̂

V VJ

な
ぐ
、ル
ゆ
る
彼 

わ
等
の
法
ル

S
 

^

0

せ
る
人
間
社
會
の
単

一

な
る
本
性
を
信
す
る
こ

な

か

ク

さ

。
彼
ル
ま 

S

の
赃
會
起
源
論
，に
於
て
人
類
發
達
の
三
階
段
を
區
別
せ
ら
。

館
.一
の
階
段
は
幾
分
自
然
的 

狀
態
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
し
て

「

人
々
は
農

H

の
技
術
を
知
れ
る
も
，市
民
'的
生
活
の
政
冶 

的
技
術
を
知
ら
す
。：：彼
れ
等
は
都
市
を
缺
け
，る
が
故
に
野
獸
の
餅
食
な

ク

き
。

彼
れ
等
は
：単 

な
る
必
要
よ
し
て
市
民
的
共
同
圓
體
を
灌
設
す
る
に
至
る
。
斯

，
ぐ

て
彼
I
,

れ
等
は
發
達
の
館 

ニ
階
段
に
到
達
し
、爱
に
彼
れ
等
は
都
市
を
剑

M

し
て
聯
結
保
全

,J

レ
を
.求
む
。
然

‘れ

\

レも
-? 

れ
等
は
都
市
を
有
せ
ぅ
：

V
J

雖
も
，何
等
政
治
的
技
術
の
知

.識
を
有
す
る
.こ

L
Cな
：ぐ
、各

々

の
嘴 

人
を
傷
け
、終
に
分
散
破
壊
せ
、らる
、
に
至
る
。
是
に
於
て
乎

•第
三
の
時
セ
来
る
。

ジ
ク
ス

i
 

は
其
の
使
神
へ
レ
ノ

 

メ A

を
人
間
に
派
し
、新
設
の
都
市
に
於
け
る
秩
序
の
原
理
、聯
結
の
離
た
ら 

し
む
可
ご

「

崇

及

び

£

義」(」

お，
を
將
來
す

"

斯
ぐ
し
て
國
家
は

' 終
に
存
在
す
る

に

至
，

 

る

此

，
の

最

後

の

形

，
態

に

，
於

て

は

國

，
家

は

神

に

よ

つ

て
栽
可
せ
、ら
れ

.、

「

崇
敬」

及
び「

正

義」

の
精

#
 

が

礼

に

よ
つ
て
結
束
せ

"
'
る̂
、
靈
的
社
會
な
ゎ
。

(Platon, 

Jprotagoras, 

3
2
0
D
-
3
2
2
D
.)。

從
づ
て 

第二.T

■卷
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一

0
丸
.三)

波
斯
職
役
お
後
の
赚
典

LL

於
.け
る
社
會
思
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四
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波
斯
戦
役
以
後
の
，雍
典Li

於
け
る
社
會
思
：想
. 

策
九
跋 

ズ

a
:タ
.ゴ
ラ
ス
の
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彼
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を
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す
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ら
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：
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叙
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デ
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受
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得
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又
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彼
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。
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彼
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；
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に
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な
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も
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す
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.
に
.對
立
せ

し

め
、iv

れ
た 

.1 

K

V

Oヒ
ピ

ヤ
ス
は
凡
ゆ
る

國
に

於
て
同

I

様
に
遵
せ
ら
れ
、當：

に

人

間

の

制

定

：：せ
る
も
め
に 

~ 

^
 

饼
二
十
卷

(1.0

九
-五)

.
沖
斯
戦
役
以
後
：の

繁

11

於
け
る
社
盡
想
、 

第
-

S
t

N
n
^
.
-
S
^
.
M

-

-
1

パ
-
ニ
'
.
i

.
 

j

.

• 

- 

,
-
-
1 

-
-
M

/

u
/
l

J
,
,
( 
.
^
.
.
■.
.
\
-
-
/
i
r

S'?

：；|

|h



.

第
二
十
卷

(
一o

九
-!O

 

i

f
 

Iの
雅

典
！！

於
け
る
社
會
思
#
. 

第

i

四
U、

非
す
し
て
、神
よ
タ
出
で

た
る

!

定
，の

不
文
律

®
存
す
る

こ

i
を
承
認
せ

ム

0 

(

g

£

o
プ
ラ

ト
 

I

ン
は
異
鄉
人

ヒ
ピ
ァ
ス
を
し
ア
其
の
雅
典

の

聽
衆
に
言
は
し
め
て

日
ぐ

r

余
は
法
律

t

こ
於 

T 

^

ざ

/

も
本

®

上
に
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狀
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全
な
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た
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張 
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人
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止
な

ぐ
し
て

不
正
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行

ふ

こ
み
な
し
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火
は
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職
に

於
て
も
波
斯
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.於
て
も 
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レ 
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燃
ゆ
。

而
も

人
々

の
正
不
正
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す

る
觀

念
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ね
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す
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る
の
自
然
權
を
有
す
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自
己
よ
ぅ
も
有
力
な
る

者
に
對
し

て
 

自
己

を
防

f
f
iす
る

の

然
權
な

る
も
の
存

す
る
ご

i

な
し
。

自
然
的
狀
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總
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總
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す
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。
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に
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迫
す
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激
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。
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彼
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に

於

て

は

善

な

ゎ

、不
在
を
•受
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。
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す
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な
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す
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な
る
と
平
等
な
る
と
は
問
ふ
所
に

.非
ず
。
其
の
强
一
行
す
る
所
の
も
の
は
總
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す
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る
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得
る
限
レ
，公
正
旦 

.つ
-平
當
に
し
て
、彼
れ
等
が
之
れ
を
强
行
し
得
ざ
る
に
'至
る
共
に
直
ち
に
當
な
ら
ざ
る
に 

、至
る
。

正
義
は
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斯
ぐ
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.如
き
力
の
哲
學
は
特
に
當

'時
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の
政

.治
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事
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.實
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け
る
所
大
な
る
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ぁ
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の
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權
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廣
せ
る
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其
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ゆ
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邦
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し
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伽
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又
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參
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仕
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る
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總
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然
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ギ
吾
人
が
斯
く
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き
生
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す
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て
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己
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こ
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を
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可
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之
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や
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し
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。
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彼
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て
之
れ
，に
對
し
て
戀
情
を
：起
し
，*？̂
れ
ビ
同
衾
せ
ん
こ
と
を
欲
レ
た 

P

ビ

せ
ぱ
、彼
れ
は
，引
出
物

.を
贈
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
可
し

」

。
ブ
ラ
ク
サ
ゴ
オ
ラ
答
へ
て
日

‘ぐっ否、彼，

 

れ

は

何

物

を

も

，與

へ

す

.し

て

、彼
‘の
女
と
：同
衾
‘す
る
こ

v

t
を
許
さ
る

.可
し
。

蓋
し
女
は
之
れ

VJ, 

同
衾
せ
ん
ざ
す
る
男
及
び
，之
れ
に
よ
む
て
子
女
を
擧
け
ん

i

欲
す
る
總
ぺ
て
の
も
の
に
對
し 

て
共
同
た
ら
し
め
、ち
る
可
き
が
，故

な

b」

o「

然
、らば
總
ベ
て
の

.0

が
婦
人
中
の
最
も
養
し
き
も 

の
に
赴

&
•之
れ
マ

J

同
衾

.せ
ん
こ

V

を
ま
む
可
し
ミ
せ
ぱ
如
何

」

。「

之
れ
よ
，々
も
.，醜
惡
に
し
て
、之 

れ
，よ

&
:も
篇
ギ
な
る
鼻
を
有
す
る
：婦
人
は
此
の
；美
女
：の
侧
に
座
せ
し
め
ら
れ
、而

し

て
、
*
し
成

. 

る
激
が
此
の
美
女
を
戀
，は
ん
か
、彼
れ

.は
先
づ
此
の
醜
婦

W

同
.衾
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
の
定
め
な 

b
/ r

汝
の
針
盡
は
幾
分
の
意
義

'ぁ

.
即
ち
そ
は
如
何
な

.る
婦
人
：の

V

腕
と
雖
も
其
の
，抱
ぐ
可 

き
も

.の
：を
敝
ぐ

こ
，
ビ
な
か
ら

.し，む
る
の

.月

痛
，を
息
ら
ざ
り

.し

.か
故
な
：
P

O
然
ら
•ぱ

子
，は
' 如
：
 

何
。
蓋
し
女
子
は
醜
，き
も

§

 

職
け
て
堂
々
た
る
風
采
を
有
す
る
者
に
赴
ぐ
可
き
が
故
な
ら

/ 

「

さ
れ
ご
醜

5R.

子
k
'
美
丈
夫

％

食
卓
を
離
れ
つ

 

> 
ぁ
ふ

.際

に

之

れ

を

見

.張
ム
，公
.所
.に

於

て

彼

れ

1

等
を
注
意
す
可
し
。
而
し
て
婦
人
は

.彼
れ
等
が
醜
码
矮
小
な
る
者
を
满
足
せ

し

め
た
る
後
に 

非
ざ
れ
ぱ

.美
丈
夫

-

同̂
索
す
る
こ

ざ

を
許
さ

れ
ざ
る
可

し」

。「

然
ら
ぱ
ッ
シ

ク
ラ

テ
ス
の
鼻
は 

今
や

*

丈
夫
の
其
れ
，の
如
ぐ
譜
ら
か

な

る
可
し

」

。「S

か
に
然
而
し
て
此
の
計
書
は
亦
た 

民
主
々
義
的
の
も
の
な
る
可
ぐ
、上
靴
を
绿
て
る

.者(

老
人

r

かr

先
づ
順
番
を
讓

&

て、g

し
て
後
、余 

が
事
，を
濟
し
て
汝
を
し
て
第
ニ
番
目
を
行
は
’レ
む
る
の

時
'を
待
て

』

ヒ
稱

す
‘る
の

時
、そ
は

更
、ら
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：4|

し
て
兩
卷
は
共
に
紀
元
前
筋
五
世
紀
の
末
に
屬
す
。
前
者
は
市

s
j
i
i

に
不
和
腕
蝶
を
来
さ
し 

め
た
，る
も

.の
は
經
濟
的
紛
転
な

P

ギ
儉
す

.の
確
信
よ
り
出
發
し
て
，所
有
地
の
均
分
を
提
唱
し
、
 

.後
者
は
織
分
域
及

‘
の
视
妙
を
模
傲
し
、耳
つ
ピ
サ
ゴ
ラ
ス
.學
派
の
影
響
を
受
け
た
キ
ビ
想
像
せ 

、ら
れ
得
る
工
匠
、農
民
及
び
取
人
よ
タ
成
る
三
階
親
を
分
ち
、更
&
に
土
地
を
三
部
に
分
つ
の
案 

を
丄
乂
て
た
ね

.、(

大
正
九

♦

版
拙
著

「

經
濟
學
史

W

究」

三
四
ト
三

.六
頁
參
照

r

圓
よ
ゥ
細
典
に
於 

て
は

0

會
主
義
的

0

派
，な

i

た
何

'等
眞
攀
な
る
社
會
主
義
的
宣
傅
，行
は
れ
ざ

b

し
は
事
實 

に
し
て
，斯
ぐ
の
卸
き
は
ぺ
リ
ク
レ
ス
時
化
に
於
け
る
雜
典
の
時
代
精
神
、

.が
個
人
主
義
的
な

-
 ̂

し

.ビ
、希
職
人
妹
に
雜
典
人
が
紀
播
及
び
組

.織
を
深
：ぐ
憎
，惡
せ
：る
の
事
實
：に
因
る
も
の
な
る
可

. 

し

(Barker, 

op. 

cit., 

p
‘ 

2
0
8
0
"

然
れ
ご
も
人
間
の
親
族
的

S

係
を
敎
へ
ね
る
ソ
じ
ス
ク
は
奴
辦 

带
度
を
以
て
自
然

i 

S
る

の

兄

を

徘

斥

せ

ら

。

ァ
ジ
，
ス

ト

ォ

，ー
グ
レ
ス
が

其
の

「

政
治

.學
第

I
.

觸 

第

=ii

章
乃

W

筑
丄
章
に
於

て

論
じ
た
る
奴

M

 

®
疫
是
認
論

.對

す

る

攻

擊

，は

ソ

ヒ
ス
，

f 

の
 

或
る
夢
に
よ
つ
て
行
は
れ
た
る
こ
ミ
殆
ん
ご
疑
を
挟
む
の

' 餘
地
な
き
所
な

& 
0

ァ
ル
キ
ダ
マ 

ス

M
K

L
n

p
3

な
る
修
辭
家
は

r
#

は
ル
ゆ
る
人

.
.々
を
自
由
な
ら
レ
か
ね
か
。：；
自

然

は

者

を 

も
奴
織
た

6

し
め
す

」

ど
主
眼
せ
ざ
傅
へ
ら
る

。
，
：

(
A
r
i
s
v
R
H
e
r

 

I,, 

!
3

レ傍：

S

9

奴
豫
听
機

然11

十

卷

n
1
0

七)

波
斯
戰
役
以
後
の
雅
典U於ける社會思想

/
. 

银九
,.

ル

n

第
.二十
# 

C
l
! 

2

0
截
戰
役
以
後
の
雅

典
！.：

於
け
る
社
愈
徹
：想

 

第
，
J
 

I
 

殿
打

せ

ら

る
A

を
聞
か
ぱ
、何
.

<
；

か

其

の

父

を

殿
打
し

う

、
あ
i

!:
じ
非
ざ
る

や

を
恐
れ
、プ 

驚
き
て
彼
れ
は
殿
打
す
る
寒
に
抵
抗
す
る
な
る
可
し

」

。(ECC1.、
6
r
l
,
6

ぶ
.レ。

七
'

:

.

妻
子
の
共
有
：ミ
並
ん

.で
主
張
せ
ら
れ

.

.た
る
も
の
は

.財
産

.分
配
：
の
：理
想
：的

計

*

な

.

シ
キ 

ジ
ア
⑦
北
東
な
る

？

S 

H
オ
リ

H

群
島
中

.の
最
大
な
る

f

パ；ラ
島
：

9
希
腦
移
民
は
凡
そ
紀
元
前 

五
百
 <

 

十
年
の
交
に
於
て

I. 

®
:の
共
產
，主

義

的

計

®
:を
實
，施

せ

：ぐ

V
J

傅
へ
ら
る
。

此
の
ト
哺 

民
地
の
全

® 
土
は
國
有
せ
さ
れ
、其
の
住
民
の

！

部
に
ょ

6

て
耕
作
せ
ら
れ
し
が
、他
の
部
分
は 

務
に
從
事
し
殊
に
彼
れ
等

i

不
和
な

^

し
エ
ト
ル
？
ア
の
海
員
に
對
す
る
防
腐
に
タ
め

S 

i

而
し
て
彼
れ
等
は
其
の
牧
稷
に
ょ
タ
て
共
同
食
事
を
行
へ

6
.
6然
.れ
ご
も

.最

初

：の
®
ん
ぱ 

は
永
，續

す

る

J

な
ぐ
、.繊
が
て
最
大
な
る
島

*

は
私
人
に
飼
當
て

、ら
れ
、二
十
年
每
に
.分
配
を
更 

新
す
る
ビ
爲
れ
リ
。

.小
島
は
.初め
共
同
使
用

0

狀
態
を
持
續
せ
る

も
•後

に

至

ぅ

て

是

れ

等 

の
鳥
#
も
亦
た
別
個
に
割
當
ヤ
ら
る
、
こ
と

〜

爲
れ
り
。
詩
人
ク
，ク
チ
ィ
ノ
ス

f

p

T

t

i

 

は
初
め
て

S
S
I
. 

V
,

灘
す
る
喜
.劇
に
於
て
理
想
的
國
家
を
描
き
た

る
が
、然

も

特
に
著
名
な
る 

假
想
的
國
家
の
案
出
者
は
力
グ
ヶ
ド
ン
の
ス
ア
レ
ア
ス
及
び
ミ
レ
ト
ス
の
ピ
ッ
ポ
が
マ
ス
こ



つ* 下, /fr*、も: ? ^ な を ? 巧 5谈

i : '
い.，:!;'M

は
傍
註
激
の
記
入
に
，ょ

 

>
 て
ボ
エ
：ォ
チ

K

人
ざ
の
同
盟
の
後

11;

年，即
ち
紀
元
前
三
九
十
ニ 

ギ
春

i
推
定
せ
、ら
れ
、後
者
の
现
れ
た
る
は
凡
そ
三
百
八
十
七

.年
の
®
ざ
看
做
さ

る)

、之
れ
を
以 

て
グ
ラ
ト

I

ン
の

r

國
家
篇

」

に
對
す
る
諷
刺
と
儉
す
は
年
代
學
的
に
不
可
能
.な

タ

而
し
て
此
：
 

の

喜

劇

を

以

て

グ

ラ

.ト
I

V

が
其
の

r

國

家
！！

」

中
に
之
れ
を
表
明
す
る
に
先
立
ち
て
彼
れ
の
學 

堂

に

於

，て

表

明

し

つ

> 

A 

h
.

し
.意
見
を
嘲
弄
せ

b
'ビ
做
す
の
說
：は

一

.層
信
じ
難
し
。

何
ミ

な

:マな

げ
て
日
く

「

妾
が

.提

i
T

せ
ん

5.；

.す
る
所
の
も
の
は
燕
人
が
萬
險
を
共
同

.に
享
有
し
、同

！

の
財
廣 

に
依
り
て
生

§
5

し
、
或
る
者
が
傲
.富
を
極

め
，
他貧
の境
涯

.に
：
沈

偷

し

、1

が
：廣

大

な

る
：：

M

脚 

を
有
し
>他

が

自

己

の

柩

を

W
葬

ず

る

に

足

る

土

地

一

を

す

、ら

有

す

る

こ
，50

な

く
、一 

が
大
勢
の
奴 

朦
に
譲
侍
せ
ら
れ
、他
が

一

人
の
下
：

S
R
:：

を
す
ら
：有
せ
ざ
る
が
如
き

こ
？

な
か
ら
し
む
る
に
在
り

A 

妾

は
，
凡
ゆ
る
人
に

'取
-
^
,て
共
通
：な
る
生
一
海
の
揮
举
を

定
め
、
而
：し
：で
：何

等

0

差
別
を
も
設
.け
ざ 

ら
ん
だ
す

」

。
其
の

.提
人
ズ
レ
：ピ
ロ

 

t
v

問
表
然

&

ぱ
汝
は

‘如
#
!
.
:

し
て
：之
れ
：お
實
現
せ
ん
ざ
す 

る
か

/

「

光
づ

.第

一

に
妾
は

±

地
及
び
貴

.赞
並
び
に

‘其

の

一

服

、
人

々

の

：
有

す

i

總

ベ

で‘の

物

を

：
薄.

憩

1十
想
'
 

(
1

5

九y

波
斯
購
役
以
後.の
嫌
脚Li

於
け
る
社
會
思
雜-
 

i
s
. 

'
 
九

U
U
U
N
N
U
t
t
w
N
M
,

 
«

 I

J

n

l

r

l

 
»
.
r
,
l
>
f
i
i
.
.

 
J

t

 
«

l

，
いか

、

I

 

さ

.

<

S

M

U

n

.

H
a
u
M
I
M
M
U
.
i
! 

-

,

I-
m

u

m
 

-
I
- 

'
r
^

-
-
-
- 

l
-
.
I
M
.
y
;
.
.
.
' 

i
r
f 
L
r
~
f
)
i
.
,
<
.
l
>
. 

M
p 

■ 

M
J 

^
u
n
,
,
,
!
1
.
^

II

银
二
十
货

(

ニ O

八 >：

波
斬
戦
役
以
後
の
糊
典li

於
け
る
胞
會
思
想
. 

'辕
九
號 

五<

に
對
ず
る
攻
離

.は
容
易
に
：其
の
渉

.
 ̂T

般
所
有

#
0

其
れ
に
移
す
を

#
:可
し
。

斯
く
の
如
き 

攻
鎭
に
辦
し
て
根
據
ケ
與
ヘ
た
る
も
の

 

>
 1

は
未
だ
文
明
生
活
の
因
親
に
捕
は
る
、
こマ

」

な 

き
自
然
人
の
督
惯
制
度
を
理
想
化
せ
ん
と
す
る
傾
向
の
填
加
な
ぅ
し
な
る
可
し
。
這
般
の
倾 

向
が

®

女
共
有
思
想
の

.极
據
の
一
を
成
せ
る
こ

W

旣
述
の
如
し
。
同

！：

の
倾
向
は
又
た
財
廣 

共
有
の
觀
念
に
對
す
る
基
礎

y

し
て
役
立
て
る
も
の
な
る
可
し
。
是
れ
等
兩
觀
念
は
密
接
な 

る
刷
係
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、兩
激
の
前
提
は
家
族
及

1
5

之
れ
ざ
共
に
其
の
一
夫

r
»
制
度 

並
び
に
私
有
財
廣
制
皮
を
廢
止
せ
ん

y
j

す

る

に
在

-
る
な
ね
。
斯
ぐ
の
如

き
；圓
係
は
又
た
ァ

5=N 

ス
ト
ス

r

ネ
ス
の

.

「

婦
人
識
會

」

中
に
之
れ
を
求
む
る
を
得
可
し

「

婦
人
載
會

」

は
異
説
な
き
に
非 

ざ
る
も
ズ
ラ
ト
ー

\

の「

國
家
篇

」

の
出
現
以
前
に
上
場
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て

(

前
者
の
上
演

れ
ぱ
當
時
グ
ラ
ト

I

ンは来

' だ
後
年
に
於
け
る
が
如
ぐ

#
:々
た
る
，名

#

を
.有
せ
ざ
り
し
が
故 

な
却
つ
て
グ
ラ
ト

I

ン
は
其
め

『

國
家
篇

」

第
，五
編
：じ
於
て
ァ
ジ
.ス
ト
ス
ァ
ネ
ス
の
其
れ
を 

も
包

#
す
る
共
産
主
義
に
對
す
る
當
時
の
，諷
刺
に
對
接
し
、

「

眺
笑
の
未
熟
な
る
.果
賞
を
擁
き
取 

る」

者
を
叱
實
せ

i
 

( R
e
?
-

 V,, 4
5
7
0
。

而
し
て

「

婦
人

0

會」

中
に
於
け

.る
s

 

i

,に
對
す
る
諷 

刺
が
其
の
當
時
行
は
れ
つ

 

> 

ぁ
.
>
9し
意
見
を
嘲
弃
せ

る

も

の
に
非

ず

i
せ
ぱ
，此
の
喜
劇
は
其

. 

の
妙
味
の
大
部
分
を
失
は
ざ
る
を
得
ざ
り
し
な
る
可
し
。

此

の
喜
劇

中

に
，
於

て
新
婦

人
，國
の

首

領
ダ
ラ

，

ク
サ

' 
ゴ‘ラ
は

其

の

，域

人
ざ

M

人

の
友

入

じ
' 吿
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CTi.
r '、，,でi !

:‘§
十

卷
‘ C

l

1

5)

波
-
戦役以後

0
雅典Li,

於
け
る
社
舍
思
ほ

 

第
J

六
Q 

人
に
共
同
な
ら
し

び

可
し
。：

.
而
し
て
後
，妾

‘等
婦
人
は

'成
の
共
同
舉
本

.：よ

&

し
て
良
妻
の
如
ぐ
、
 

節
約
を

t

ミ
し

‘慎

®

な
る
注
意
を
以
ヤ
淡
等
を
養
ふ

.可
し

」

。；「

若
し
吾
人

-の
：或

：，る

者
が

土
地
を 

所
有
す
る
こ

-
AJ

な
き
も
、而
も
何
人
に
も
悟
、ら
れ
ざ
る
場
所
に

.貯
蔵
せ
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